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当社発展の軌跡

千歳空港支店

福岡空港支店

沖縄空港支店

成田支社
神戸空港出張所

中部空港支店

広島空港出張所

大阪空港支店

関西支社

’65 設立
’67 伊丹
’68 福岡
’71 千歳
’78 成田
’83 羽田
’92 成田Ⅱ期

新千歳
’93 羽田西側
’94 関西
’99 那覇
’02 広島
’04 中部
’05 神戸

鹿児島
’07 熊本
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事
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羽田支社

本社

鹿児島空港出張所

熊本空港出張所
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当社の事業概要

ＧＰＵ（電力供

ＡＣU（ｴｱｺﾝ供給）

（当社製）保冷・加熱カート

（他社製）温冷配膳車

動力事業 付帯事

手荷物搬送設備(BHS)

旅客搭乗橋設備(PBB)

整備事業
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業績の推移(連結)
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動力事業の概況と今後の取り組み

追い風追い風

・原油価格の高騰

・環境意識の向上
（エコエアポート化の推進）

・空港整備計画の進展

環境への貢献

収益拡大

今後の課題
新型航空機（A380、787）への設備対応と計画的な更新投資

2009年 2月 長崎空港 ４スポット展開

2010年 3月 成田空港平行滑走路 2,500m化

2010年10月 羽田空港第4滑走路供用開始
羽田空港新国際線ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ供用開始

しかしながら、
路線廃止・減便の
影響が懸念
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整備事業の概況と今後の取り組み

2009年12月 千歳空港 新国際線旅客ターミナルビルの供用開始

2010年 4月 関西空港 国内線の手荷物搬送設備ｲﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑ供用開始

2010年10月 羽田空港 新国際線旅客ターミナルビルの供用開始

新国際線貨物ターミナルビルの供用開始

●特殊設備管理業務で培った経験と技術を活かした積極的な提案型営業

●２４時間勤務体制の構築ができる強みを活かした受託業務拡大

●物流設備メーカーとの連携強化した空港内外施設の受託拡大

今後の課題・取り組み

手荷物搬送設備の増強工事（インライン化）による
業務増があるものの、
設備の更新工事の減少や先送りが顕著

客先の経費縮減

収益の減少・横這い
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付帯事業の概況と今後の取り組み

・フードカート販売の出遅れ
・航空機支援機器購入の先送り

その他
付帯収入で下支え

長期的な売上の拡大を目指すため、
顧客の要望を捉えた新商品の開発を行い、魅力ある商品を投入する

フードカート新商品の開発

①国の法制度改定の影響を受け、病院・介護施設は苦しい経営状況となり、
設備投資活力が縮小。

②クックサーブ（温冷配膳車）からクックチル（当社の再加熱カート）への移行
遅れと、期待している買い替え需要が先送り。

フードカートの概況
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通期の業績動向

動力事業

整備事業

付帯事業

全体では、
期初計画達
成を見込む。
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２００９年３月期

第２四半期業績報告
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２００９年３月期 第２四半期累計業績

前期実績 当期実績 対前期比 増減

売上高 ５，５０７ ５，６４６ １３９

４３

102.5％

３９

４

１５

２０

△２

１７

１７

売上総利益 ７０３ ７４６ 106.2％

販管費 ４１０ ４４９

営業利益 ２９２ ２９６ 101.5％

営業外損益 ▲３６ ▲２０

経常利益 ２５６ ２７６ 107.9％

特別損益 ▲２ ▲５

税引前四半期純利益 ２５３ ２７０

四半期純利益 １３６ １５４ 113.0％

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 ① 動力事業

２，８９７百万円 前期比 １０５ （１０３．８％）

（単位：百万円）
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＜主な増減要因＞

① 国内社のＧＰＵ使用徹底による増
② 成田・関西空港での外国社使用増
③ 小型化による影響

＜支店別＞

羽田 ＋４６

那覇 ＋２９
関西 ＋２０
成田 △２１

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 ② 整備事業

２，２７１百万円 前期比 ７６ （１０３．５％）

（単位：百万円）
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＜主な増減要因＞

（増加）
関西 ＋７６ BHS基本契約の増

設備の更新・補修工事の増

成田 ＋２２ 設備の更新・補修工事の増

（減少）
沖縄 △１７ ホテル保守契約の減

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期
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売 上 高 ③ 付帯事業

４７７百万円 前期比 △４１ （９１．９％）

（単位：百万円）

519
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＜主な増減要因＞

（増加）
成田 ＋１０４ 受託手荷物検査装置

運用管理業務の新規受託

（減少）
本社 △１３０ 航空機用電源装置の販売減

△１３ フードカートの販売減

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

31.5%

5.0% 34.8%

18.7

9.7%

0.2%

フードカート

航空機部品管理

設備の運用管理

技術支援等

ＧＳＥ等の販売

その他

［売上構成］

前期 当期
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売 上 総 利 益

７４６百万円 前期比 ４３ （１０６．２％）

（単位：百万円）
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＜セグメント別 主な増減要因＞

動力事業 ＋４７ ・原材料費の増 ＋５４

整備事業 △１３ ・労務費・委託役務費
の増 ＋６３

・販売材料・外注費
の増 ＋２６

付帯事業 ＋９ ・販売材料・外注費
の減 △１１８

・労務費・委託役務費

の増 ＋５４

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期



16
㈱エージーピー㈱エージーピー㈱エージーピー㈱エージーピー

営 業 利 益

２９６百万円 前期比 ４ （１０１．５％）

292 296
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400
（単位：百万円）

＜主な増減要因＞

売上総利益の増 ＋４３

労務費の増等による
販売費及び一般管理費の増 ＋ ３９

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期
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経 常 利 益／四半期純利益

256

276
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（単位：百万円）

＜経常利益の増要因＞

営業利益の増 ＋４

営業外収益（受取保険金）の増 ＋３
営業外費用（支払利息）の減 △１１

＜四半期純利益の増要因＞

経常利益の増 ＋２０

特別損失（固定資産除却損）の増 ＋２

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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２７６ 百万円 前期比 ２０ １５４ 百万円 前期比 １７

（単位：百万円）

経常利益 四半期純利益

前期当期
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２００９年３月期 第２四半期累計業績（計画対比）

当期計画 当期実績 増 減

売上高 ５，８０９ ５，６４６ △１６２

１２

１７

７

97.2％

営業利益 ２８４ ２９６ 104.4％

経常利益 ２５８ ２７６ 106.9％

四半期純利益 １４６ １５４ 105.2％

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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キャッシュフローの状況

当 期
前 期

金 額 主な増減理由

４０３

△３００

△４６５

営業活動によるＣＦ ６２５ ４５７ ・減価償却費の増

財務活動によるＣＦ △６２７ △５９０
・長期借入金の

返済による支出

投資活動によるＣＦ △８９８ △２７８
・有形固定資産の

取得による支出

現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

△９０１ △４１２

現金及び現金同等物
の四半期末残高

１，８８８ １，５５４

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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２００９年３月期

通期業績見通し
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２００９年３月期 売上高 （見通し）

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

セグメント 期初予想 下期の動向

動力事業 ５,６４１
・路線廃止・減便の影響が懸念されるものの、

ＧＰＵ利用促進の動きは堅調

整備事業 ５,４２５
・顧客の経費節減施策による設備の更新工事等

の先送りの動きあり

付帯事業 １,３８４

・フードカート販売は見込みどおりを予想するが、

顧客の航空機地上支援機器購入先送りがあり

厳しい環境で推移

合 計 １２,４５０ 全体として期初予想の変更なし
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前期実績 当期予想
対前期比

増 減

売上高 １２，０６２ １２，４５０ ３８８

営業利益 ９６０ １，００６ ４５

経常利益 ８８９ ９５０ ６１

当期純利益 ５０１ ５３７ ３６

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

２００９年３月期 通期業績予想

平成２０年５月８日に発表した、業績予想の変更なし



23
㈱エージーピー㈱エージーピー㈱エージーピー㈱エージーピー

お問合せ先

株式会社エージーピー 総務部 広報･ＩＲグループ

電話：０３－３７４７－１６３１
ＦＡＸ：０３－３７４７－０７０７
ＵＲＬ：http://www.agpgroup.co.jp
（会社案内ビデオがご覧いただけます）

本日は、弊社決算説明会にご参加いただき
ましてありがとうございます。
本日配布したしました資料に記載されている

将来の業績予想は、経営環境の変化などに
伴い予想あるいは目標対比が変化し得ることに
ご留意ください。

本日は、弊社決算説明会にご参加いただき
ましてありがとうございます。
本日配布したしました資料に記載されている

将来の業績予想は、経営環境の変化などに
伴い予想あるいは目標対比が変化し得ることに
ご留意ください。
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